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２．会議及び各種委員会等活動  
（１） 公立大学協会図書館協議会平成 17年度役員会（山口県立大学） 
① 第１回（拡大）役員会 
期 日 平成１7年 5月 26日（木） 
場 所 海峡メッセ下関 
出 席 者 ２２大学３６名 
議 題 １ 第 37回（平成 17年度）総会の運営について 

２ 第 37回（平成 17年度）総会協議事項について 
３ その他 

② 第２回（拡大）役員会 
期 日 平成１７年１２月２日（金） 
場 所 山口県立大学 看護学部棟会議室 
出 席 者 １７大学２４名 
議 題 【報告事項・確認事項】 

  １ 平成 17年度事業報告（総会以降） 
  ２ 相互協力委員会報告 
  ３ HP委員会活動報告 
  ４ 地区活動報告 
  ５ 関係委員会等報告 

６ その他 
  【協議事項】 
  Ⅰ １ 平成 18年度総会等日程（案）について 
   ２ 公立大学図書館職員研修会について 
   ３ 平成 18年度以降の役員について 
   ４ 平成 18年度の関係委員会等派遣委員について 
   ５ その他 

Ⅱ    １ 平成 19 年度筑波大学主催大学図書館職員長期研修受講者の推薦
について 

２ 役員活動に伴う旅費の支給規程の制定について 
３ 国公私立大学図書館協力委員会の負担金について 
４ 次年度の予算編成について 

   ５ その他 
 

（２） 平成１7年度相互協力委員会（大阪市立大学） 
① 委員館 

委員長館  大阪市立大学 
委員館  札幌医科大学 

   横浜市立大学 
   大阪府立大学 
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② ＜報告内容＞ 
Ⅰ 電子ジャーナルコンソーシアム構築について 

出版社系／学協会系パッケージ型電子ジャーナル  
・平成 18年度より全面的に PULC（私立大学図書館コンソーシアム）に参画 
・現在のところ P=privateであるが、将来的には private+publicを目指す。 

   ９月 15-16日 早稲田大学及び関西学院大学で開催された版元説明会に公立大学から６大 
          学が参加 東西併せて 80大学参加 
   参加版元数：１４（参考参照） 

・当日の内容については、「相互協力委員会からのお知らせ」５~12号として案内 
・平成 18年１月末現在 PULCに正式加盟 ９大学 計 141大学中 

        今後も増加する方向 
  ・Springer-Verlag社 1996年以前のアーカイブ版についての交渉に国立大学、私立大学、 
   国立情報学研究所とともに参加 アクセス権買取方式 
   DBは、国立情報学研究所のサーバで管理／提供 平成 18年４月より公開予定 
  ・OUP(Oxford Univ.Press)アーカイブ版 Springer社と同方式（アクセス権買取方式）で国 
   立情報学研究所のサーバで管理／提供  平成 18年 6月頃公開予定 
   「相互協力委員会からのお知らせ」13号 
 
  アグリケータ系パッケージ型電子ジャーナル  
  ・今年度公立大学図書館コンソーシアムとして契約中の EBSCO社と ProQuest社を中心に 
   交渉 
  ・アグリケータ系の業者とは、公立大学単独の契約（PULCは、アグリケータ系とは未交渉 
   のため） 
  ・ProQuest社系の電子ジャーナルの交渉結果 「相互協力委員会からのお知らせ」13号 

・ EBSCO社とは、継続交渉中 2/6現在 次年度の価格未決定 
 
＜参 考＞ 

版元説明会参加業者 
 出版社系 
  １、Elsevier社 
  ２、Springer-Verlag 
  ３、Blackwell社  当日欠席 
  ４、J.Wiley社 
  ５、Sage社 
  ６、Emerald社 
  ７、Nature社 
 学協会系 
  ８、Oxford Univ.Press 
  ９、Cambridge Univ.Press 
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    10、ACS （米国化学会） 
    11、IEEE （電気・電子学会） 
    12、RSC （英国化学会） 当日欠席 
 二次情報 DB 
  13、Web of Science 
 一次情報 DB 
  14、18th Century collection online 
 
 以上 14版元 
 

Ⅱ ICOLC国際会議への参加  国公私立大学図書館協力委員会から派遣 
日程  平成 17 年 9 月 28 日（木）~10 月 1 日（土） 

場所  ポズナン（ポーランド） 

派遣者 島根県立大学メディアセンター職員 
 
（３）平成１７年度 HP委員会（名古屋市立大学） 
①委員名  委員長   名古屋市立大学 
      委 員   首都大学東京 
       〃    横浜市立大学 
       〃    大阪府立大学 
       〃    大阪市立大学 
             （ｻｰﾊﾞｼｽﾃﾑ管理者兼 HP ｺﾝﾃﾝﾂ管理・更新担当館） 
      ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ館 山口県立大学（会長館） 
②内 容 
 ・委員会の協議はすべて電子メールで行い、以下の追加と更新をおこなった。 
 

[2005/04/01] ・平成１７年度公立大学協会図書館協議会会長館をお知らせに追加 
[2005/04/01] ・平成 17年度年間スケジュールを更新 
[2005/04/19] ・首都大学東京、大阪府立大学、県立広島大学の URLを更新 
[2005/06/19] ・新規加盟館等をお知らせに追加 
[2005/06/19] ・会報 36号（平成 16年版）を追加 
[2005/06/19] ・協議会概要を更新 
[2005/06/19] ・年間スケジュールを更新 
[2005/07/07] ・年間スケジュールを更新 
[2005/08/11] ・図書館名簿・概要を平成 17年度版に更新 
[2005/08/11] ・沖縄県立看護大学の規程を更新 
[2005/08/24] ・大阪府立大学の規程を更新 
[2005/09/13] ・宮崎公立大学のURLを更新 

 



‐12‐ 

（４） 国公私立大学図書館協力委員会（首都大学東京） 
①委員長館  慶應義塾大学(平成１６年８月１日～１７年７月３１日) 
       千葉大学(平成１７年８月１日～１８年７月３１日) 
②委員館(＊は常任幹事館) 
  ア 国立大学  ＊東京大学、＊千葉大学、京都大学、名古屋大学 
  イ 公立大学  ＊首都大学東京、大阪府立大学、大阪市立大学 
  ウ 市立大学  ＊早稲田大学、＊慶應義塾大学、龍谷大学、駒澤大学、昭和女子大学 
③委員会 
  ア 第５８回 １７年７月２７日(水) 龍谷大学 
    議事 
    １ 報告事項 

(１) 委員長館会務報告  
・日本図書館協会大学図書館部会による｢大学図書館研究集会｣との共催解消について 
・書誌ユーティリティ課題検討プロジェクト中間報告について 

      (２)各委員会報告 
    ２ 協議事項 

(１) 次期委員長として千葉大学を選出 
(２) 相互協力便覧第５版差し替え版の刊行について 
(３) シンポジウムの開催について 

  イ 第５９回 １７年１１月２日(水) 東京大学 
議事 
１ 報告事項 

(１)委員長館会務報告 
  ・国立情報学研究所との業務連絡会について 
  ・シンポジウムの開催(10月 25日)について  

     (２)各委員会報告 
    ２ 協議事項 

(１) 平成１６年度決算案および監査報告について 
(２) 平成１７年度予算案について 
(３) 監事館選出 

④常任幹事会 
  ア 臨時常任幹事会 １７年２月２８日(月) 
   １報告事項 

(１) 日本図書館協会大学図書館部会アンケート調査結果について 
(２) 書誌ユーティリティ課題検討プロジェクトについて 

   ２協議事項 
(１) 運営分担金について 
(２) ＩＣＯＬＣボストン大会派遣者について 

  イ １６年度第２回常任幹事会 １７年７月２７日(水) 龍谷大学 
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    議題 第５８回国公私立大学図書館協力委員会の議事について 
  ウ １７年第１回常任幹事会 １７年１０月４日(火) 国立情報学研究所 
    議題 ・第５９回国公私立大学図書館協力委員会の議事について 
       ・国立国会図書館長と大学図書館長との懇談会について 
 
（５）国公私立大学図書館協力委員会「大学図書館著作権検討委員会」 
  同「大学図書館著作権検討委員会ワーキング・グループ」   （横浜市立大学） 

① 委員等 

・大学図書館著作権検討委員会 委員 

     顧問 土屋 俊（千葉大学教授） 

主査 友光健二（東京大学）（平成１７年４月～１２月） 

   栃谷泰文（東京大学）（平成１８年１月～   ） 

委員 酒井清彦（東京大学）  三輪道夫（横浜市立大学） 

 松本和子（慶應義塾大学）中元 誠（早稲田大学） 

・大学図書館著作権検討委員会ワーキング・グループ メンバー（公大図協から派遣） 

上本隆幸 （茨城県立医療大学） 

      奈良厚子 （群馬県立女子大学） 

     空閑寿美代（横浜市立大学） 

② 委員会及びワーキング・グループ 

  １）「大学図書館著作権検討委員会」「大学図書館著作権検討委員会ワーキンググループ」合同会

議 
   第１回：10月 12日（早稲田大学） 

協議事項 ①31 条ガイドライン（案）について ②図書館における複製の様々なケースにつ
いて 他 

２）「図書館における著作物の利用に関する当事者協議会」（著作権に関する権利者と図書館との

協議会）  
    第 6回 6/7、第 7回 7/26、第 8回 9/27、第 9回 11/7、第 10回 2/13 

３）「著作権に関する図書館団体懇談会」（上記に対応する図書館団体の懇談会） 
  第 22回 5/17、第 23回 7/19、第 24回 9/9、第 25回 1/6 
 
・ 著作権法３１条を中心に、法改正をめぐる文化庁などの動きを見ながら、権利者側と図書館

側とが「図書館における著作物の利用に関する当事者協議会」の場で定期的に協議をおこな

っている（上記）。それにワーキンググループ、メンバー１名がオブザーバー参加している。 
・ 上記協議会の進行に合わせて図書館側の懇談会の場である「著作権に関する図書館団体懇談

会」が開催され、それにもワーキンググループ、メンバー１名が参加している。 
・ 今年度、「図書館間協力における現物貸借で借り受けた図書の複製」および「１著作全部が

複製機で写り込んでしまう場合の複製」の２点に絞って権利者側と協議を継続的に行い、そ

の運用についてのガイドライン＊策定について両者間の基本合意が得られ、１月から発効と

なった。 
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＊  「図書館間協力における現物貸借で借り受けた図書の複製に関するガイドライン」 
「複製物の写り込みに関するガイドライン」 

・ 前年度、大学図書館と３権利者団体との間で交わした契約「大学図書館間協力における資料

複製に関する利用許諾契約書」について、学術著作権協会とはこれを契約から合意に変更し、

日本著作出版権管理システムとは契約を更新し、日本複写権センターとは７月で契約を終了

した。 
・ 『大学図書館における著作権問題Ｑ＆Ａ』第４版改訂の作業をおこなっている。 

ワーキンググループ内でも大学図書館における複製の様々なケースについて洗い出しを行

った。 
 

（６）国公私立大学図書館協力委員会「大学図書館協力ニュース」編集委員会（埼玉県立大学） 
① 委員名    

主査  井上 修  （東京工業大学） 

     委員  重里 信一 （千葉大学）   川久保 美津江（筑波大学） 

   高原 幸子 （埼玉県立大学） 竹内 淳 （神奈川県立保健福祉大学） 

岩田 真美 （南山大学）   久世 正友（龍谷大学） 

  秋沢 久美子（駒澤大学）   熊渕 智行（東京工業大学） 

         広瀬 禎恒 （学術文献普及会）  

② 発行  国公私立大学図書館協力委員会 

③ 編集委員会 

ア 平成１７年 ５月 （第２６巻１号） 

イ 平成１７年 ７月 （第２６巻２号） 

ウ 平成１７年 ９月 （第２６巻３号） 

エ 平成１７年１１月 （第２６巻４号） 

オ 平成１８年 １月 （第２６巻５号） 

カ 平成１８年 ３月 （第２６巻６号） 

 
（７）国公私立大学図書館協力委員会「大学図書館研究」編集委員会（群馬県立県民健康科学大学） 

① 委員名（平成１８年１月現在） 
     主査  塚田 吉彦（東京工業大学） 
     委員  篠塚富士男（筑波大学）           加藤 晃一（千葉大学） 
         関川 雅彦（東京大学）           酒井 清彦（東京大学） 
         高橋菜奈子（一橋大学）            石井 保志（東京医科歯科大学） 
         井上 護 （群馬県立県民健康科学大学）       飯谷 貞次（愛知県立大学） 
         長島 敏樹（慶應義塾大学）          加藤 恵美（法政大学） 
         菊池 亮一（明治大学）           荘司 雅之（早稲田大学） 
         上田 裕泰（同志社大学）          小川 光男（中京大学） 
         ＳｈａｒｏｎＨ．Ｄｏｍｉｅｒ（マサチュ‐セッツ大学） 

② 発行   学術文献普及会 
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③ 編集委員会   
   ア 平成１７年 ６月２８日 一橋大学 
   イ 平成１７年１０月２４日 東京大学  
   ウ 平成１７年１１月２４日 東京大学 
   エ 平成１８年 １月２７日 同志社大学 

 
（８）日本図書館協会理事会(首都大学東京) 
 ① 期日 平成１７年５月２５日(水) 
 ② 会場 日本図書館協会研修室 
 ③ 議事 ・2004年度会勢報告、決算報告、監査報告 
・ 顧問の推挙、参与の委嘱 
 

（９）日本図書館協会評議員会（名古屋市立大学） 
① 期日  平成１７年５月２６日（木） 
② 会場  日本図書館協会会館 
③ 議事  ２００４年度会務報告、決算報告、監査報告 

 
（10）日本図書館協会大学図書館部会（高崎経済大学） 
①委員 部会長    斎藤 修 （一橋大学） 

施設会員委員 森高桂子（東京芸術大） 
           大森輝久 （一橋大学） 
           田村敏行（首都大学東京） 平成１７年４月 １日～平成１７年７月１５日 
           江平昭夫（首都大学東京） 平成１７年７月１６日～平成１８年３月３１日 
           茂木利夫（高崎経済大学） 平成１７年４月 １日～平成１８年３月３１日 
            秋沢久美子（駒澤大学） 
           飼沼敏雄 （名城大学） 
           塚田吉彦 （一橋大学） 

個人会員委員 藤沼周次 （中央大学）  平成１７年４月 １日～平成１７年５月２６日 
山縣和人（静岡英和学院大）平成１７年５月２７日～平成１９年３月３１日 

           北 克一（大阪市立大） 
           亀田俊一 （和光大学） 
②部会総会 
   日時 平成１７年５月２７日（金）午前１０時～１２時 

 場所 東京都中央区 日本図書館協会会議室 
    議題 平成１６年度事業報告、決算報告等について 
       平成１７年度事業計画、予算について 
       部会委員(個人会員委員)承認について 
③部会委員会 
第１回 日時 平成１７年５月２０日（金）午後２時から 
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    場所 東京都国立市 一橋大付属図書館会議室 
    議題 平成１６年度事業報告案、決算報告案等について 

平成１７年度事業計画案、予算案について 
部会委員(個人会員)候補者の推薦について 
研究集会運営委員会の設置について 
部会総会について 

第２回 日時 平成１７年７月２８日（木）午後２時から 
場所 東京都国立市 一橋大付属図書館会議室 
議題 日図協／常務理事会について 

海外学術図書館活動研究シリーズについて 
第３回 予定 平成１８年３月 
 
④部会研究集会 
    日時 平成１７年９月２２日（木）午前９時３０分～午後５時 
    場所 東京都中央区 日本図書館協会研修室 

 テーマ 情報支援サービスとアウトソーシング 
        図書館員の専門的業務と外注化 

 参加者  ９７名（機関推薦５５、個人参加４２) 
参加者館 ４１館 

    （なお、研究集会運営委員会は、前述の部会委員会終了後に２回開催した。） 
 
（11）国立国会図書館図書館資料保存協力懇談会（群馬県立女子大学） 
    平成１７年度内に上記懇談会は開催されなかった。 


